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本
町
の
令
和
４
年
度
当
初
予
算
が
、

町
議
会
３
月
定
例
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
69
億
６
８
７
９
万
円
と

な
り
、
前
年
度
比
で
１
億
５
６
４
８
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
今
年
度
は
新
規
事
業
と

し
て
、
認
定
新
規
就
農
者
を
対
象
と
し

た
農
機
具
導
入
補
助
金
の
創
設
や
乙
女

小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
国
指
定

文
化
財
と
な
っ
た
「
陣
ノ
内
城
跡
」
の

保
存
活
用
計
画
策
定
や
史
跡
へ
の
通
行

路
の
復
旧
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
の
対

象
年
齢
を
満
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
た

め
の
経
費
や
安
全
・
安
心
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
の
町
道
の
維
持
管
理
費
を

増
額
。
さ
ら
に
、
地
域
防
災
力
の
中
核

を
担
う
消
防
団
員
の
確
保
お
よ
び
処
遇

改
善
を
目
的
に
、
団
員
報
酬
と
出
動
手

当
を
増
額
し
、
新
た
に
出
動
報
酬
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
寄
附
額
が
年
々
増
加
す
る
ふ

る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
に
関
す
る
経
費
や
災
害
復
旧
事

業
に
係
る
地
方
債
（
町
の
借
金
）
の
返

済
費
用
（
公
債
費
）
が
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
今
年
度
は
震
災
か
ら
の
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き

た
総
合
運
動
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
が
完
了
し
、
こ
れ
に
伴
う
支
出
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
歳
出
総
額
が
前
年
比

１
億
５
６
４
８
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄

附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
受
け
入
れ

額
に
つ
い
て
昨
年
度
実
績
に
基
づ
く
増

額
を
見
込
ん
で
お
り
、
町
財
政
の
主
要

な
財
源
と
な
っ
て
い
る
地
方
交
付
税
も

増
額
と
な
る
見
通
し
で
す
。
一
方
で
、

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ
り
減
収
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
財
源
不

足
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の

中
、
前
年
度
に
引
き
続
き
必
要
経
費
の

予
算
を
確
保
し
つ
つ
、
そ
れ
以
外
の
経

常
経
費
を
徹
底
し
て
削
減
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と

で
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
０
９
６-

２
３
４-

１
１
４
０

　
（
内
線
２
２
４
）

令和４年度

自主
財
源

依
存
財

源

歳入

自主
財
源

依
存
財

源

繰入金
5億1,710万円

7.4％

その他
6億3,337万円

9.1％

県支出金
4億9,455万円

7.1％

その他
2億9,747万円

4.3％

町債
5億1,800万円

7.4％

地方交付税
23億5,000万円

33.8％

国庫支出金
11億1,566万円

16％

分担金・負担金
4,433万円
0.6％

町税
9億9,832万円
14.3％

【歳入項目の説明】【歳出項目の説明】

●自主財源………………町が自主的に集めることができるお金
●依存財源………………国や県から交付されるお金や町債
●町税……………………皆さんに納めていただいた町民税や固定資

　　　　　　　　　　産税など
●繰入金…………………積み立てておいた基金を取り崩して一般会

　　　　　　　　　　計に受け入れたお金
●分担金および負担金…町が行う特定の事業によって利益を受ける

　　　　　　　　　　人から徴収されるお金
●その他（自主財源）…町の施設の使用料や証明書の発行手数料、

　　　　　　　　　　預金利子や前年度からの繰越金など
●地方交付税……………全ての市町村が一定の住民サービスを実施

　　　　　　　　　　できるように国が交付するお金
●国庫支出金……………事業を行うために国が交付するお金
●県支出金………………事業を行うために県が交付するお金
●町債……………………道路や小・中学校などの社会資本を整備す

　　　　　　　　　　るための借金
●その他（依存財源）…国から配分される地方譲与税やゴルフ場利

　　　　　　　　　　用税など

●民生費…………高齢者福祉や児童福祉、障がい者福祉といった福
　　　　　　　祉事業全般にかかる経費

●総務費…………町全体の運営に関する経費や、財産の管理にかか
　　　　　　　る経費

●公債費…………町の借金である町債を返済するための経費
●土木費…………町道、河川維持や整備にかかる経費
●衛生費…………町民の健康のための経費や、ごみ、し尿などの処

　　　　　　　理にかかる経費
●教育費…………小・中学校の義務教育にかかる経費や、公民館活

　　　　　　　動・保健体育活動などの社会教育にかかる経費
●商工費…………商工業や観光業の振興にかかる経費
●消防費…………消防組合・消防団の運営にかかる経費や、防災に

　　　　　　　かかる経費
●農林水産業費…農林業振興のための経費や、農道などの維持や整

　　　　　　　備にかかる経費
●議会費…………町議会の開催や運営にかかる経費
●その他…………災害復旧費・予備費など

令和４年度一般会計は

69億6,879万円

まちの予算

（前年度比2.2％減）

一般会計当初予算は69.68億円を
計上。子どもの医療費無償化を高
校３年生まで拡大することで、子
育て世代の負担軽減を図ります。
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■特別会計当初予算額

歳出

民生費
19億755万円
27.4％

総務費
11億6,466万円

16.7％

衛生費
5億6,659万円

8.1％

土木費
7億867万円
10.2％

公債費
11億2221万円
16.1％

教育費
4億6,112万円

6.6％

消防費
3億932万円 
4.5％

農林水産業費
2億7,396万円

3.9％

議会費
7,832万円
1.1％

その他
2,001万円
0.3％

商工費
3億5,638万円

5.1％

v令和４年度予算と事業

令和４年度 令和３年度 増減率

国民健康保険事業 １４億9,756 １４億8,236 1.0

介護保険事業 １５億7,820 １５億4,657 2.0

後期高齢者医療事業 １億7,906 １億6,309 9.8

特別会計 ３２億5,482 ３１億9,202 2.0

当初予算の主な事業

令和４年度 令和３年度 増減率

収益的収入 １億6,247 １億6,285 ▲0.2

収益的支出 １億6,247 １億6,285 ▲0.2

資本的収入 5,072 2,822 79.7

資本的支出 １億4,682 １億2,625 16.3

■上水道事業当初予算額 （万円・％）

（万円・％）

　民生費

　私立保育所などの運営支援 ５億676

　障がいのある人の自立・生活支援 ４億6,918

　総務費

　町有財産の管理費 ３億3,086

　町議会議員選挙などの実施経費 2,577

　町内を走る路線バスの赤字補てん経費 2,018

　土木費

　町道の新設や改良などの経費 ５億2,020

　衛生費

　ごみ・し尿の処理経費 １億5,043

　子どもの医療費無償化に伴う経費 4,469

　新型コロナワクチン接種の経費 3,751

　教育費

　総合運動公園整備事業 3,967

　乙女小学校のトイレ洋式化 2,418

　「陣ノ内城跡」保存活用事業 695

　商工費

　ふるさと甲佐応援寄附金運営事業 ２億9,558

　観光協会補助事業 800

　消防費

　消火活動に必要な設備などの整備費 6,036

　浸水対策費 2,300

　農林水産業費

　多面的機能支払事業 6,263

　若い農業者を支援するための給付金 1,050

　認定新規就農者への農機具導入補助 100

　議会費

　町議会運営や議員改選に伴う経費 7,832

（万円）
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・
職
員
人
事
、
福
利
厚
生
、
選
挙
、
条
例
・
規
則

　

の
制
定
改
廃
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
文
書
の
収
発
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、

　

行
政
区
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
予
算
編
成
、
財
政
運
営
、
町
有
財
産
管
理
、
工

　

事
入
札
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
消
防
に
関
す
る
こ
と

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
６
９

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
０
７
５
５

４月１日（金）３人の新規採用職員が町職員に加わりました。
春の人事異動を経て新たな体制でスタートした本町の組織図と
各課の配置図をお知らせします。
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課
介
護
保
険
係
）

住
民
生
活
課
子
ど
も
支
援
係

鍬
先
大
地
（
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
）

福
祉
課
福
祉
係　

片
山
祥
子
（
税
務
課
徴
収
係
）

福
祉
課
介
護
保
険
係　

佐
々
木
智
也
（
建
設
課
住
宅
係
）

環
境
衛
生
課
水
道
係

平
﨑
隆
誠
（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
）

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係　

吉
永
巧
（
建
設
課
管
理
係
）

農
政
課
経
営
係　

山
田
秀
和
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
）

農
政
課
経
営
係　

小
山
美
伸
（
福
祉
課
福
祉
係
）

農
政
課
整
備
係　

山
内
琢
磨
（
建
設
課
建
設
係
）

建
設
課
建
設
係　

上
田
佳
範
（
農
政
課
経
営
係
）

町
民
セ
ン
タ
ー
同
和
対
策
事
務
局

佐
藤
竜
也
（
住
民
生
活
課
住
民
係
）

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

栁
三
奈
（
町
民
セ
ン
タ
ー
同
和
対
策
事
務
局
）

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

岩
井
直
樹
（
住
民
生
活
課
子
ど
も
支
援
係
）

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

西
山
怜
児
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
）

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係

梅
本
裕
也
（
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
︻
派
遣
︼

石
橋
拓
也
（
環
境
衛
生
課
水
道
係
）

任
期
付

く
ら
し
安
全
推
進
室
長　

永
井
恒
一

農
政
課
参
事　

渡
邊
哲
司
︻
更
新
︼

建
設
課
参
事　

野
付
祐
司
︻
更
新
︼

建
設
課
主
幹　

緒
方
和
則
︻
更
新
︼

再
任
用

上
益
城
広
域
連
合
︻
派
遣
︼　

一
圓
秋
男
︻
更
新
︼

健
康
推
進
課
参
事　

井
上
理
惠
︻
更
新
︼

会
計
課
参
事　

山
本
洋
子
︻
更
新
︼

社
会
教
育
課
参
事　

岡
本
幹
春

学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

福
島
明
広

福
祉
課
参
事　

古
閑
裕
子

人事異動と各課配置

令和４年度入庁

新規採用職員紹介

企画課企画政策係

中
な か む ら

村 豪
た け し

志
この春から広報紙の作成など
を担当します。このまち
の住民になって間もない
ですが、甲佐の素敵なと
ころをたくさん見つけ
て、皆さんに紹介した
いです。カメラ片手に
町内を走り回りますの
で、見掛けたときはお
声掛けください！

町営住宅の管理業務などに
携わっています。入居者
の皆さんから住環境など
についてご相談いただく
ことも増えてきました。
お住まいの皆さんに寄り
添った仕事を心掛けてい
ます。先輩たちに負けな

いよう、笑顔を忘れずに
精一杯がんばります！

建設課住宅係

藤
ふ じ も と

本 雄
ゆ う だ い

大

社会教育課社会体育係

向
む こ や ま

山 裕
ゆ う た

太
総合運動公園の管理や利用受
付などを行っています。西
寒野区出身なので、顔見
知りの皆さんとやり取り
することも少なくありま
せん。学生時代は野球部
でしたので、運動公園で
のプレーを楽しみにして
いる子どもたちのために
もがんばりたいです！

携わっています。入居者

添った仕事を心掛けてい

精一杯がんばります！

課
長

係
長

係
員

任
期
付

再
任
用

※
（　

）
は
前
所
属

人
事
異
動

令
和
４
年
度
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・
職
員
人
事
、
福
利
厚
生
、
選
挙
、
条
例
・
規
則

　

の
制
定
改
廃
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
文
書
の
収
発
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、

　

行
政
区
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
予
算
編
成
、
財
政
運
営
、
町
有
財
産
管
理
、
工

　

事
入
札
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
消
防
に
関
す
る
こ
と

総
務
課

行
政
係

財
務
係

庶
務
係

企
画
課

地
域
振
興
課

企
画
政
策
係

地
域
振
興
係

商
工
観
光
係

税
務
課

住
民
生
活
課

福
祉
課

農
政
課

建
設
課

環
境
衛
生
課

住
民
税
係

固
定
資
産
税
係

徴
収
係

住
民
係

保
険
係

会
計
課

福
祉
係

地
域
包
括
支
援
係

介
護
保
険
係

経
営
係

整
備
係

農
地
係

建
設
係

管
理
係

住
宅
係

環
境
衛
生
係

水
道
係

会
計
係

社
会
教
育
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
係

社
会
体
育
係

学
校
教
育
係

甲佐町組織図

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
４
０

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
２
４
４
７

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
９
５

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
１
５

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
５
４

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
１
２

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
１
３

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
１
４

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
７
６

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
８
３

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
６
９

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
０
７
５
５

・
企
業
誘
致
、
定
住
、
そ
の
他
地
域
振
興
に
関
す

　

る
こ
と

・
商
工
業
・
企
業
振
興
、
観
光
、
物
産
振
興
な
ど

　

に
関
す
る
こ
と

・
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
税
証
明
な
ど

　

に
関
す
る
こ
と

・
固
定
資
産
税
、
地
籍
調
査
の
情
報
管
理
な
ど
に

　

関
す
る
こ
と

・
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
県
民
税
の
徴

　

収
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
国
民
年
金
、
各
種
届

　

出
お
よ
び
証
明
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
に
関

　

す
る
こ
と

・
保
育
所
、
児
童
福
祉
、
児
童
手
当
、
子
ど
も
医

　

療
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
民
生
・
児
童
委
員
、
生
活
保
護
、
消
費
者
行
政
、

　

障
が
い
者
の
福
祉
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
な
ど
の
被
保
険
者

の
包
括
的
支
援
、
介
護
予
防
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
農
業
経
営
、
農
畜
産
物
の
生
産
振
興
、
農
業
振

　

興
地
域
整
備
計
画
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
農
林
業
施
設
の
整
備
・
管
理
お
よ
び
災
害
復
旧

　

な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
農
業
委
員
会
、
農
業
者
年
金
、
農
業
経
営
基
盤

　

強
化
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
町
道
・
町
管
理
河
川
、
法
定
外
の
道
路
・
水
路

　

の
管
理
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
公
共
土
木
施
設
の
工
事
・
災
害
復
旧
工
事
、
交

　

通
安
全
施
設
工
事
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
公
営
住
宅
の
整
備
・
管
理
、
民
間
住
宅
な
ど
に

　

関
す
る
こ
と

・
ご
み
・
し
尿
処
理
、
産
業
廃
棄
物
、
公
害
の
防

　

止
、
水
質
保
全
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
上
水
道
、
簡
易
水
道
、
水
道
給
水
施
設
な
ど
に

　

関
す
る
こ
と

・
現
金
・
有
価
証
券
・
物
品
の
出
納
お
よ
び
保
管

　

な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
青
少
年
教
育
、
公
民
館
な
ど
社
会
教
育
施
設
の

　

管
理
運
営
、
文
化
振
興
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
体
育
振
興
、
社
会
体
育
団
体
な
ど
の
育
成
お
よ

　

び
支
援
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
学
校
そ
の
他
教
育
機
関
の
設
置
・
管
理
お
よ
び

　

廃
止
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
学
校
給
食
な
ど
に
関
す
る
こ
と　

消
防
係

く
ら
し
安
全
推
進
室

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
６
７

く
ら
し
安
全
推
進
係

・
防
災
・
防
犯
な
ど
に
関
す
る
こ
と

健
康
推
進
課

健
康
推
進
係

・
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
、
健
康
診
断
、

　

保
健
指
導
、
予
防
接
種
な
ど
に
関
す
る
こ
と

町
民
セ
ン
タ
ー

議
会
事
務
局

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
２
４
５
９

☎
０
９
６
︲
２
３
５
︲
８
７
１
１

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
１
１
９
８

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
０
１
０
２

☎
０
９
６
︲
２
３
４
︲
０
２
５
５

教育委員会

子
ど
も
支
援
係

行
革
電
算
係

・
町
振
興
計
画
、
陳
情
請
願
、
公
共
交
通
、
情
報

　

発
信
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
行
財
政
改
革
、
電
算
シ
ス
テ
ム
、
行
政
の
デ
ジ

　

タ
ル
化
、
統
計
な
ど
に
関
す
る
こ
と
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学
校
教
育
課

会

計

課

税

務

課

住
民
生
活
課

建 設 課

農 政 課

福 祉 課

階段

ＷＣ
職員通用口

階段

ＥＬＶ

南 側 玄 関
ＷＣ

北 側 玄 関

ＷＣ

研 修 室

ギャラリーモール

ホ ー ル

図

書

室

視
聴
覚
室

社会教育課 地域振興課

階段
ＷＣ

議会棟へ

階段

ＥＬＶ

総 務 課

企 画 課

くらし安全推進室

１階 ２階

人事異動と各課配置

各
課
配
置

令
和
４
年
度

　
町
で
は
、
子
育
て
世
帯
を
対
象

に
し
た
支
援
や
移
住
者
向
け
の
助

成
金
制
度
、
店
舗
な
ど
を
営
む
事

業
者
向
け
の
支
援
策
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
多
く
が
役
場
の
窓
口

で
の
手
続
き
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
は
、
庁
舎
内
の
ど
の
窓

口
で
ど
ん
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
の
か
改
め
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
来
庁
前
に
各
種
申
請
窓
口

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ス

ム
ー
ズ
に
目
的
の
窓
口
に
到
達
で

き
れ
ば
、
混
雑
す
る
庁
舎
内
で
の

滞
在
時
間
が
軽
減
さ
れ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
を

避
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
来
庁
時
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
庁

舎
入
口
に
設
置
し
た
消
毒
液
で
の

手
指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

01 甲佐町役場本庁舎
（豊内719番地４）

　住民票や戸籍、年金、健康保険といった私たちのくら
しに欠かせない手続きの窓口が設置されているのが町役
場本庁舎です。税金などの支払いが休日しかできない人
のための休日窓口も開設しています。町図書室は休日も
ご利用いただけます。

転入・転出などの手続き、婚姻・出生などの届け、戸籍・住民票・印鑑証明、
マイナンバーカード・パスポートなどの発行、国民年金の相談など

住民生活課

１階

児童手当、子ども医療、児童扶養手当、ひとり親医療、保育園入所など

国民健康保険、後期高齢者医療保険など

税の申告、所得証明、課税証明、固定資産証明、納税相談など 税務課

町税や介護保険料、保育園・水道・町営住宅・町有施設の利用料などの納付 会計課

介護保険や高齢者支援、生活保護、障害者手帳、消費者トラブルの相談など 福祉課

有害鳥獣被害や農地の貸し借り、農道・林道に関する相談など 農政課

町営住宅の入居手続きや町道に関する相談など 建設課

総合運動公園や川平キャンプ場の利用申請、町図書室や公民館活動の相談など 社会教育課

津志田河川自然公園の利用申請、空き家バンクや定住助成金の手続きなど 地域振興課
２階

町営バスの利用に関する相談など 企画課

■各種手続きの窓口

☎ 096-234-1111（代表）
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02 甲佐町総合保健福祉センター「鮎
あ ゆ み

緑」
（豊内619番地）

　新型コロナウイルスワクチンの集団接種会場にもなっているのが町総合保
健福祉センターです。鮎緑（あゆみ）の愛称をもつこの施設では、保健師や
管理栄養士が皆さんの健康に関する業務を行っています。
　施設内のフィットネスセンターでは、ランニングマシンなどの機材を利用
することができます。詳しくは、☎ 096-235-8712 までお尋ねください。

☎ 096-235-8711

03 甲佐町水道管理センター
（有安701番地）

　甲佐町水道管理センターでは、上水道の給水に関する業務や水道設備管理
だけでなく、ごみ・し尿処理や水質保全などの環境衛生に関する業務も行っ
ています。
　上水道の給水申し込みや水道料金の納付、飼い犬の登録、狂犬病予防注射
の手続き、グリーンカーテンコンテストの応募などはこちらが窓口です。

☎ 096-234-0755

母子手帳、健康診断、予防接種など 健康推進課

上水道の給水手続き、ごみの分別・リサイクル、合併浄化槽の導入補助など 環境衛生課

04 甲佐町町民センター
（糸田９番地の１）

　甲佐町町民センターは、福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点として人
権学習や啓発の場として活用されています。また、敷地内にある甲佐町中早
川児童館は、町内の子どもたちに解放しており、子どもからお年寄りまでさ
まざまな年代が交流できる施設です。町民の皆さんも利用できる会議室や研
修室などを貸し出していますので、ぜひご利用ください。

☎ 096-234-2459

町民センターや中早川児童館等の利用申請など 町民センター

443

443

152

152

152

240

龍野小学校

甲佐中学校

03. 水道管理センター

県立甲佐高校

熊本甲佐
総合運動公園

01. 役場本庁舎

02. 総合保健福祉
　   センター「鮎緑」

04. 町民センター04. 町民センター

7 Public Relations KOSA
May 2022



　

３
月
25
日
（
金
）
マ
ル
エ
イ
甲
佐

店
（
豊
内
）
で
、
白
旗
小
と
乙
女
小

の
児
童
が
米
菓
な
ど
を
製
造
す
る
木

村
の
あ
ら
れ
甲
佐
工
場
（
芝
原
）
と

共
同
開
発
し
た
新
商
品
の
販
売
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
学
習
の
一
環
で
商
品
開
発
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
同
工
場
が
昨

年
に
続
き
企
画
。「
い
か
み
そ
や
き

味
」
や
「
す
っ
ぱ
い
塩
レ
モ
ン
味
」

な
ど
子
ど
も
た
ち
の
独
創
的
な
ア
イ

デ
ア
が
形
に
な
っ
た
11
商
品
が
同
店

の
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
並
び
ま
し
た
。

　

「
か
ら
う
ま
味
」
を
考
案
し
た
坂

下
勝
聖
く
ん
（
乙
女
小
６
年
・
世
持

区
）
は
「
大
人
向
け
の
辛
さ
。
お
つ

ま
み
と
し
て
食
べ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　３月28日（月）熊本県県央広域本部で、

一般県道三本松甲佐線道路整備促進期成会

（奥名克美会長）が県道三本松甲佐線を管理

する県に対して要望活動を行いました。

　本路線は、美里町畝野を起点として、山間

地域を縦断し緑川に沿って本町豊内に接続す

る唯一の幹線道路であり、地域住民の生活に

欠くことのできない道路です。しかし、幅員

が狭く未整備区間も多いため、同期成会が早

急な整備を要望。奥名会長から森県央広域本

部土木部長に要望書が手渡されました。

新１年生入学おめでとう

令和４年度小・中学校入学式

児童考案のあられを販売

地元スーパーが販売協力

地域間の幹線道路整備を

三本松甲佐線および町内県道の整備を県に要望

▼甲佐小学校の入学式に出席した新１年生と保護者の皆さん

▲森県央広域本部土木部長（右）に要望書を手渡す奥名町長

▼

考
案
し
た
新
商
品
の
あ
ら
れ
を
持
つ
乙
女
小
児
童
ら

　

４
月
11
日
（
月
）
町
内
の
各
小

学
校
お
よ
び
甲
佐
中
学
校
で
、
令

和
４
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
、

４
つ
の
小
学
校
で
新
１
年
生
94
人

が
９
年
間
の
義
務
教
育
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
甲
佐
小
39
人
、
乙
女

小
26
人
、
龍
野
小
21
人
、
白
旗
小

８
人
、
甲
佐
中
学
校
98
人
が
入
学
。

　

甲
佐
小
学
校
（
谷
川
裕
明
校

長
）
で
は
、
同
校
体
育
館
で
入
学

式
を
開
催
。
上
級
生
や
来
賓
の
参

加
が
見
送
ら
れ
る
中
、
保
護
者
や

先
生
達
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
て
新

入
児
童
が
元
気
よ
く
入
場
。
入
学

児
童
氏
名
報
告
で
は
、
名
前
を
呼

ば
れ
た
新
入
児
童
た
ち
が
大
き
な

声
で
返
事
を
し
起
立

し
ま
し
た
。

　

谷
川
校
長
は
「
早

く
学
校
生
活
に
慣
れ

て
、
お
友
達
と
一
緒

に
、
楽
し
く
お
勉
強

し
た
り
遊
ん
だ
り
し

て
く
だ
さ
い
ね
」
と

式
辞
。
甲
佐
小
児
童

を
代
表
し
て
米
原
優

さ
ん
（
６
年
・
岩
下

二
区
）
が
「
上
級
生

の
お
姉
さ
ん
、
お
兄

さ
ん
を
頼
っ
て
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
学
校

を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
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　４月４日（月）本町でも５〜11歳の子どもた

ちへの新型コロナワクチン接種がはじまりました。

個別接種を実施する小屋迫医院では、対象者10

人が保護者とともに順番に訪れ、接種を行いまし

た。

　接種には小児用のファイザー社製ワクチンが用

いられ、１回に接種する注射液の量は０．２㍉㍑

（大人は０．３㍉㍑）。接種の間隔は大人と同様で、

通常は３週間の間隔で２回の接種を行います。新

型コロナウイルス感染症は、子どもであっても、

入院して酸素投与が必要となるなど、重症化する

こともあります。

　春休み期間を利用して接種を受けた児童の保護

者は「３月には学校でも感染が広がりました。祖

父母にもよく接するので、新学期が始まる前に１

回目の接種を終えられて良かったです」と笑顔を

見せました。

　４月23日（土）からは町総合保健福祉センター

での集団接種もはじまり、親子連れが順番に接種

を行いました。

　３月８日（火）町役場本庁舎で、スポーツ

功労者表彰式が行われ、久佐賀忠さん（南三

箇区）、粟田国彦さん（上早川一区）、前田孝

昭さん（西寒野区）、豊田育敏さん（下豊内

区）、福田一則さん（浅井区）に表彰状が贈

られました。

　同表彰は、甲佐町体育協会（奥名克美会

長）が生涯スポーツや地域スポーツの振興に

貢献した本町のスポーツ推進委員などを表彰

するもの。参加者一人一人に表彰状が手渡さ

れました。

まちのスポーツ振興に尽力

町体育協会スポーツ功労者表彰

▲（左から）福田さん、豊田さん、前田さん、久佐賀さん

子どもへのワクチン接種スタート

新型コロナウイルスワクチン接種

▲春休みを利用して保護者と訪れた児童の不安を和らげるために語り掛
　けながら接種を行う小屋迫医院の看護師（左）

　

３
月
28
日
（
月
）
上
益
城
５
町
は
、

県
庁
で
大
栄
環
境
（
大
阪
府
）
と
石

坂
グ
ル
ー
プ
（
熊
本
市
）
と
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
に
向
け
た
基
本

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

御
船
町
上
野
地
区
に
建
設
予
定
の

ご
み
処
理
施
設
は
、
自
治
体
直
営
で

の
整
備
を
改
め
、
２
社
が
整
備
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
ご
み
焼
却
・
発

電
施
設
に
５
町
が
ご
み
処
理
を
委
託

す
る
方
針
に
転
換
。
こ
れ
に
よ
り
、

５
町
の
財
政
負
担
軽
減
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

２
社
は
今
後
、
３
年
ほ
ど
か
け
て
、

排
気
ガ
ス
や
処
理
水
に
よ
る
生
態
系

へ
の
影
響
や
交
通
量
の
増
加
に
よ
る

交
通
安
全
へ
の
対
策
な
ど
を
調
べ
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

環境アセスメントの協定締結

事業者が環境への影響調査の実施へ

▼

協
定
に
調
印
し
た
上
益
城
郡
の
５
町
長
ら
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Information

10

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096-234-1113（内線107）

■�

国
保
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
持
続
可
能
な
国

民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
と
市
町
村
が

共
同
し
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
県
が
示
し
た
令
和
４
年
度

の
標
準
保
険
料
率
と
国
保
事
業
費
納
付

金
額
に
基
づ
き
、
本
年
度
の
国
保
税
の

税
率
等
を
下
の
表
の
と
お
り
改
正
し
ま

し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法

　
甲
佐
町
国
民
健
康
保
険
税
は
、

①
被
保
険
者
が
支
払
う
医
療
費
の
財
源

　
と
な
る
「
医
療
給
付
費
分
」

②
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
加
入
す
る
後

　
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え
る
た
め

　
の
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

③
40
～
64
歳
の
人
が
加
入
す
る
介
護
保

　
険
制
度
を
支
え
る
た
め
の
財
源
と
な

　
る
「
介
護
納
付
金
分
」

の
合
計
が
年
税
額
と
な
り
ま
す
。
３
つ

の
保
険
税
は
さ
ら
に
「
所
得
割
」「
均

等
割
」
「
平
等
割
」
の
合
計
で
算
出
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
課
税
上
限
と
な

る
賦
課
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
所
得
割

　
国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
の
も
と
に

な
る
「
基
準
所
得
金
額
」（
前
年
中
の

国保税の税率改正と
未就学児の減額措置

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 に お た ず ね く だ さ い

総
所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控
除
43
万
円

を
控
除
し
た
も
の
）
に
応
じ
た
金
額

▼
均
等
割

　
世
帯
に
お
け
る
国
保
加
入
者
の
人
数

に
応
じ
た
金
額

▼
平
等
割

　
１
世
帯
あ
た
り
の
金
額

●
軽
減
判
定
所
得

　
国
民
健
康
保
険
税
に
は
、
基
準
所
得

金
額
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
に
、
均

等
割
額
お
よ
び
平
等
割
額
を
減
額
す
る

軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
判
定
所

得
は
昨
年
同
様
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
７
割
軽
減

　
基
礎
控
除
額
43
万
円
＋
（
10
万
円
×

「
給
与
所
得
者
等
（
※
１
）
の
数
か
ら

１
を
減
し
た
数
」）

▼
５
割
軽
減

　
基
礎
控
除
額
43
万
円
＋
28
万
５
千
円

×
（
被
保
険
者
数
（
※
２
））
＋
10
万

円
×
「
給
与
所
得
者
等
（
※
１
）
の
数

か
ら
１
を
減
し
た
数
」

▼
２
割
軽
減

　
基
礎
控
除
額
43
万
円
＋
52
万
円
×

（
被
保
険
者
数
（
※
２
）
）
＋
10
万
円
×

「（
給
与
所
得
者
等
（
※
１
）
の
数
か
ら

１
を
減
し
た
数
」

※
１
　
一
定
の
給
与
所
得
者
と
公
的
年

金
等
の
支
給
を
受
け
る
者

※
２
　
同
じ
世
帯
の
中
で
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
に
移
行
し
た
者
を
含
む

■�

未
就
学
児
の
均
等
割
額
軽
減
で

子
育
て
世
帯
を
支
援

　
令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
か

ら
、
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
分
（
均

等
割
額
）
が
半
額
に
な
り
ま
す
。
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
会
社
員
な
ど
が
加
入
す
る
社
会
保
険

と
異
な
り
、
国
保
は
年
齢
に
関
係
な
く

子
ど
も
を
含
め
加
入
者
全
員
が
保
険
料

負
担
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
均
等

割
額
の
減
額
は
、
家
庭
の
所
得
や
子
ど

も
の
人
数
な
ど
に
関
係
な
く
、
国
保
に

加
入
す
る
未
就
学
児
全
員
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
申
請
は
不
要
で
す
。

　
低
所
得
世
帯
を
対
象
と
し
た
軽
減
措

置
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、

軽
減
後
の
均
等
割
額
が
２
分
の
１
に
な

り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
制
度
に
関
す
る
こ
と

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
７
）

・
納
税
に
関
す
る
こ
と

　
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　（
内
線
１
１
５
）

保険料を年金からの天引きで納めていただいている被保険者には「仮徴収額決定通知書」を送付します。ご確認ください。

①医療給付費分 ②後期高齢者
支援金分

③介護納付金分
（40～64歳の人のみ）

所得割（基準総所得金額×
8.50％）

（基準総所得金額×
2.90％）

（基準総所得金額×
2.68％）

均等割 １人につき
２万８千円

１人につき
９千円

１人につき
１万８千円

平等割 １世帯につき
２万円

１世帯につき
８千円 ―

賦課
限度額 65万円 20万円 17万円

Public Relations KOSA
May 2022



町からのお知らせ　【５月】

11

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－1113（内線101）

■�

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期

間
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産

の
際
に
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

　

期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
以
下

「
産
前
産
後
期
間
」
と
い
う
）
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
産
前

産
後
期
間
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
年

金
額
を
計
算
す
る
際
に
保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

　
以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
（
死
産
、

　
流
産
、
早
産
の
場
合
を
含
み
ま
す
）。

※
平
成
31
年
４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金

　
保
険
料
が
免
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の

人▼
申
請
方
法

　
申
請
書
類
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

町
住
民
生
活
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
免
除
を
希
望
す
る
人
は
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
出

産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
提
出
可
能

で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

●
出
産
前
に
申
請
す
る
場
合

　
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
お

よ
び
胎
児
数
が
確
認
で
き
る
も
の

●
出
産
後
に
申
請
す
る
場
合

　
町
で
出
産
日
な
ど
が
確
認
で
き
る
人

　
は
申
請
不
要
で
す
。（
被
保
険
者
と

　
子
が
別
世
帯
で
あ
る
場
合
を
除
く
）

●
死
産
な
ど
に
よ
り
申
請
す
る
場
合

　
死
胎
埋
火
葬
許
可
証
や
医
師
な
ど
が

　
作
成
し
た
死
産
証
明
書
な
ど
分
娩
日

　
お
よ
び
胎
児
数
が
確
認
で
き
る
も
の

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

児
童
手
当

町住民生活課　TEL096－234－１１１３（ 内線105）

■
児
童
手
当
・
特
別
給
付
と
は

　
児
童
手
当
は
、
中
学
生
以
下
（
15
歳

の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
保
護

者
に
、
そ
の
子
の
年
齢
に
応
じ
た
手
当

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
し
か
し
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が

い
て
も
児
童
手
当
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
中
学
生
の
子

ど
も
２
人
と
収
入
１
０
３
万
円
以
下
の

配
偶
者
が
い
る
４
人
家
族
の
場
合
、

限
度
額
は
収
入
９
６
０
万
円
（
所
得

７
３
６
万
円
）
未
満
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
以
上
の
収
入
（
所
得
）
を
得
て
い
る

場
合
、児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
保
護
者
に

は
、
中
学
生
の
子
ど
も
１
人
当
た
り
月

５
千
円
の
特
別
給
付
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
所
得
上
限
限
度
額
の
新
設
で
高
額

　

所
得
者
が
特
別
給
付
の
対
象
外
に

　
昨
年
５
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
少

子
化
社
会
対
策
大
綱
」
に
お
い
て
、
令

和
６
年
度
ま
で
に
待
機
児
童
14
万
人
の

解
消
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
増

設
な
ど
の
財
源
確
保
を
目
的
に
、
令
和

４
年
６
月
分（
令
和
４
年
10
月
支
給
分
）

か
ら
、
保
護
者
の
収
入
（
所
得
）
が
所

得
上
限
限
度
額
以
上
の
場
合
、
特
例
給

付
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
中
学
生
２
人
と
収
入
１
０
３
万
円
以

下
の
配
偶
者
が
い
る
４
人
家
族
の
場
合

で
は
、
年
収
１
２
０
０
万
円
（
所
得

９
７
２
万
円
）
以
上
の
保
護
者
が
受
給

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
現
況
届
の
提
出
が
不
要
に

　
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
時
点
の

状
況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童

手
当
等
の
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
確
認
す
る
も
の
で
す
。
令
和
４
年
度

か
ら
現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
次
の
場
合
は
引
き
続
き
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
が
な
い
場
合

・
配
偶
者
と
別
居
し
て
い
る
場
合

・
住
民
票
の
所
在
地
が
本
町
で
な
い
場
合

・
そ
の
他
、
町
か
ら
現
況
届
提
出
の
お

　
知
ら
せ
が
あ
っ
た
場
合

６月から児童手当制度
が 一 部 変 わ り ま す

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 ま で

産前産後期間は国民
年金保険料が免除に

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 で お 尋 ね く だ さ い
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Library
町生涯学習センター図書室からの５月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

「臨床犯罪学者 火村英生シリー

ズ」誕生から30年。最新長編

は圧倒的にエモーショナルな本

格ミステリ。大阪の場末のマン

ションで起きた殺人事件は、金

銭や異性関係のトラブルで容疑

者が浮上するも、捜査は難航。

追い詰められた火村は…。コロ

ナ禍を生きる火村と推理作家ア

リスのコンビが活躍する、読み

応えのある１冊です。

文藝春秋

小説

人気の「火村英生シリーズ」最新刊
有栖川 有栖著 /『捜査線上の夕映え』

豊かな時間を過ごせる子育て絵本
みやにし たつや作 /『おかあさんありがとう』

型紙なしで作れる素敵なペーパーフラワー
堀込 好子著 /『ペーパーフラワーの時間』

折り紙を細長く切って、目見当

で切り込みを入れて、のりをつ

けて順番に巻くだけ。型紙いら

ずのペーパーフラワーを組み合

わせた室内装飾品の作り方を紹

介しています。箱やお皿に花を

敷き詰めるコツや色のまとめ方

などをわかりやすく解説してあ

り、プレゼントしても喜ばれる、

美しいペーパーフラワーが作れ

ます。

ブティック社

教養娯楽

そこでは命すら簡単に奪われる

…女性洞窟ダイバーの先駆者が

いざなう「神秘の魔境」の深奥。

南極の氷山の下、ユカタン半島

のシンクホール、ケイマン諸島

の小さな泥沼。洞窟ダイバーで、

作家、写真家、映画監督である

著者がつづる、酸素も光も届か

ず人間の侵入を拒む「暗闇の絶

景」の冒険の数々。感情を揺さ

ぶられる１冊です。

新潮社

一般書

「暗闇の絶景」水中洞窟への旅
ジル・ハイナース著 /『イントゥ・ザ・プラネット』

守ってくれたり、助けてくれた

り、許してくれたり。おかあさ

ん、いつもありがとう。おとう

さんが、ぼくが産まれた時のこ

とをおしえてくれたよ。産んで

くれて、ありがとう…。思って

いてもなかなか言えない感謝の

気持ちが、温かな絵とともに伝

わってきます。親子でいっしょ

に、豊かな時間を過ごせる子育

て絵本です。

金の星社

がおすすめしたい本は、

「暗号クラブ」という本

です。

　この本は、アメリカの小学校

で集まった謎解きが大好きな暗

号クラブの４人、コーディ、ク

イン、ME（エム・イー）、ルー

クが、暗号や謎を解きながら、

いろいろな事件を解決していく

お話です。

　暗号クラブのまわりでは、不

思議な事件

が起こりま

す。 暗 号 を

解いて現場

に い き、 事

件を解決し

ていくスリ

ル満点の本

で す。 最 初

は４人でしたが、途中でリカが

加わり、５人で暗号を解くよう

になります。ハプニングや困難

が待ち受けています。いろいろ

なことが起こるのでとてもワク

ワクします。

　この本にはたくさんの暗号が

あって、読みながら暗号を解い

ていくのがなかなか難しいけれ

ど、解けると楽しいので続きが

気になってどんどん読んでしま

いました。本の終わりの方に、

全部の暗号の答えがあります。

「暗号クラブ」は全部で20巻あ

ります。ぜひ読んでみて下さい。

児童書

私 R
e
a
d
 T

his S
tory

!

〜 My Favorite Story 〜

私のおすすめ図書
 『暗号クラブ』（ペニー・ワーナー 著）

藤崎　咲良さん

〔芝原区〕

今月の案内人今月の案内人

パズルや暗号をつくり、謎ときゲームを
楽しんでいる主人公のコーディーが、暗
号クラブの仲間達と事件を解決する、大
人気の体験型謎解きミステリー。

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の貸出について

　図書室では、新刊本や話

題の本など数多く入荷して

います。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などありましたら、お知ら

せください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

12Public Relations KOSA
May 2022



■や さ し さ を 広 げ よ う
　 ～ わ た し の 思 い や り 宣 言 ～
　熊本県の「令和３年度人権メッ
セージ募集」に2669点の心温まる
メッセージが寄せられました。中高
生の部の作品の中からいくつかをご
紹介します。
・あそこの家の近所のおばちゃんの
毎日「おはよう、いってらっしゃ
い。」が楽しみって事は私だけの秘
密。おはようがない朝はちょっぴり
心配。明日も「おはよう。」聞ける
かな。明日も「おはよう。」言える
かな。
・小さな親切に気付いてあげられる

人に、小さな親切に感謝できる人に、
小さな親切をしてあげられる人にな
りたいな。
・私にとってはこれが普通、あの子
にとってはあれが普通、自分の価値
観を人に押しつけず、みんなの価値
観を認めてみよう。そうすると、価
値観の幅が広がって、みんなの笑顔
も広がってよりよい世界になってく
よ。
・「大丈夫。」そう言って寄り添える
人になりたいです。悩みを閉じ込め
ている人、一歩踏み出す勇気が持て
ない人の心を包み込む温かい言葉で
す。この一言で、たった一人でも誰

かの心を軽くすることができるなら、
私は幸せです。
・その言葉は、相手にちゃんと伝
わっているのかな。怒っているよう
に見えてないかな。これを読んで相
手はどう感じるかな。送信する前に
一度必ず読み返す。これも小さな優
しさ。一歩間違えたら言葉は凶器に
なる。
熊本県・人権同和政策課　「令和３
年度人権メッセージ作品集」より 

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 〜心豊かに暮らすために〜

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
３
月
28
日
（
月
）
山
出
公
民

館
で
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
理
学
療
法
士
の
北
尾
昌

平
さ
ん
と
町
福
祉
課
の
内
村
渓

一
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
地

域
住
民
13
人
が
、
介
護
予
防
活

動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
北
尾
さ
ん
は
、
「
週
３
程
度

の
適
度
な
運
動
を
行
う
こ
と
が

要
介
護
予
防
、
ひ
い
て
は
介
護

保
険
料
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
」
と
説
明
。
参
加
者

は
、
ひ
ざ
の
痛
み
や
筋
力
ア
ッ

プ
に
効
果
的
な
運
動
に
つ
い
て

学
び
な
が
ら
、
体
操
を
実
践
し

ま
し
た
。

　
北
尾
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
て
体
操
を
す
る
こ
と
は
自

分
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
生
活
を
支
え
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
」
と
日
々
の
運
動

の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル
で
德
山
小
巻
さ
ん
（
芝

原
区
）
を
講
師
に
、
毎
週
火
曜

日
、
午
後
５
時
〜
午
後
５
時
45

分
を
ス
タ
ー
ト
ク
ラ
ス
の
部
、

午
後
6
時
〜
午
後
７
時
を
キ
ッ

ズ
ク
ラ
ス
の
部
、
午
後
7
時
〜

午
後
８
時
を
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

の
部
と
し
た
「
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ス
タ
ー
ト
ク
ラ
ス
に

7
人
、
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
に
15
人
、

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
に
15
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
德
山
さ
ん
は
「
音
楽
を
通
し

て
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

ク
ラ
ス
で
す
。
思
い
き
り
体
を

動
か
す
の
で
、
ス
ト
レ
ス
発
散

に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。
無
料
体
験
も
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

腰
痛
・
膝
痛
を
学
ぶ

町
公
民
館
出
前
講
座

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

町
公
民
館
主
催
講
座

▲ダンス教室に通う参加者と講師

の德山さん（右）

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

町公民館からのご案内

公民館主催講座のご案内
　

　町公民館では、心豊かな生き方

を応援するため、さまざまな講座

を開催しています。各講座の詳細

については、お尋ねください。

●町民大学

　健康、歴史、福祉などの諸問題

について講師を招き、学びます。

全３回開催予定。受講料無料。

●郷土の歴史を訪ねて

　町内外の歴史的な文化財や史跡

を町文化財保護委員と訪ねます。

●ステップアップ講座

　調理教室など生きがいある生活

のための機会を提案する講座です。

●子ども講座

　伝承遊びや工作などを行います。
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❖
毎
年
５
月
17
日
は
「
高
血
圧

　

の
日
」
で
す

　
日
本
高
血
圧
学
会
と
日
本
高
血
圧
協

会
は
、
毎
年
５
月
17
日
を
「
高
血
圧
の

日
」
と
制
定
し
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は

日
本
人
の
三
大
死
因
の
う
ち
の
脳
卒
中

と
心
臓
病
を
引
き
起
こ
す
最
も
主
要
な

原
因
の
生
活
習
慣
病
で
す
。
一
方
で
、

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
健

康
診
断
な
ど
で
高
血
圧
を
指
摘
さ
れ
て

も
、
放
置
す
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
日
本
に
約
４
千
万
人
と
推
定

さ
れ
て
い
る
高
血
圧
患
者
の
う
ち
実
際

に
治
療
を
受
け
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か

２
割
の
約
８
０
０
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　「
高
血
圧
の
日
」
を
前
に
、
高
血
圧

の
理
解
を
深
め
、
自
分
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

❖
20
歳
以
上
の
国
民
の
２
人
に

　

１
人
は
高
血
圧

　
高
血
圧
は
、
体
質
や
食
塩
の
過
剰
摂

取
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
過
去
50
年

間
で
、
日
本
人
の
高
血
圧
治
療
者
は
増

加
し
て
お
り
、
20
歳
以
上
の
国
民
の
２

人
に
１
人
は
高
血
圧
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
高
血
圧
の
発
症
で
日
常
生
活
が
困
難

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
状
態
を
放
置
し
て
お
く
と

徐
々
に
動
脈
硬
化
が
進
行
し
ま
す
。
適

切
な
治
療
を
行
わ
な
い
と
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
、
心
不
全
を
き
た
し
、
死
亡
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

❖
普
段
か
ら
自
身
の
血
圧
状
態

　

を
把
握
し
よ
う

　
高
血
圧
を
予
防
し
健
康
的
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
と

日
ご
ろ
の
血
圧
管
理
が
重
要
で
す
。

　『
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
９
』
（
日
本
高
血
圧
学
会
発

行
）
で
は
、
高
血
圧
の
診
断
基
準
を
、

「
病
院
で
測
定
し
た
と
き
」
は
収
縮
期

（
上
）
血
圧
１
４
０
㍉
Ｈ
ｇ
以
上
ま
た

は
拡
張
期
（
下
）
血
圧
90
㍉
Ｈ
ｇ
以

上
と
し
て
い
ま
す
。「
家
庭
で
測
定
し

た
と
き
」
は
、
収
縮
期
（
上
）
血
圧

１
３
５
㍉
Ｈ
ｇ
以
上
ま
た
は
拡
張
期

（
下
）
血
圧
85
㍉
Ｈ
ｇ
以
上
で
す
。

　
血
圧
は
、
ス
ト
レ
ス
や
身
体
活
動
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
変
動
す
る
た
め

病
院
と
家
庭
で
の
血
圧
が
必
ず
し
も
一

致
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
も
そ
の
と
き
の
正
し
い
測
定
値
で
す

が
、
病
院
の
診
察
室
で
は
緊
張
し
て
高

く
な
る
人
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
高

血
圧
に
も
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、

そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
も
家
庭
血
圧

の
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
家
庭
血
圧
の
測
定
は
、
１
日
２
回
行

い
ま
す
。
１
回
目
は
、
朝
の
起
床
後
、

ト
イ
レ
を
済
ま
せ
て
、
朝
食
・
薬
を
飲

む
前
に
測
定
し
ま
し
ょ
う
。
２
回
目
は
、

夜
の
寝
る
前
に
、
入
浴
や
飲
酒
の
直
後

を
避
け
て
測
定
を
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
１
週
間
続
け
、
測
定
し
た
血

圧
を
記
録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
値
が
診

断
基
準
を
超
え
る
日
が
続
く
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
の
先
生
や
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❖
高
血
圧
予
防
は
減
塩
か
ら

　
日
本
の
食
生
活
で
は
食
塩
の
摂
取
が

多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
塩
分
の

摂
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧
の
発
症
と
強
い

関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
予
防
の
た
め
に
毎
日
の
食
事
を

見
直
す
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
（
２
０
２

０
年
度
版
）
で
は
、
１
日
の
塩
分
摂
取

量
を
成
人
男
性
７
・
５
㌘
未
満
、
成
人

女
性
６
・
５
㌘
未
満
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
普
段
食
べ
て
い
る
食
品
に
ど

れ
だ
け
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
知
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
は
減
塩
食
品
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
味
も
一
般
的
な
食
品
と
変
わ
り

ま
せ
ん
の
で
、
減
塩
食
品
を
積
極
的
に

選
ぶ
こ
と
で
無
理
な
く
塩
分
の
摂
り
過

ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
。

Health
健康に関するお知らせ

健
康
だ
よ
り

血圧 の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

高血圧に対する意識が高まること

は、皆さんが住み慣れた地域でい

つまでも健康に暮らすことにつな

がります。毎日の食事に減塩食品

を活用してみてください。町の保

健士や管理栄養士も皆さんの健康

づくりをお手伝いします。

坂本　美保坂本　美保 保健師保健師

５
月
17
日
は
「
高
血
圧
の
日
」

毎
日
の
血
圧
測
定
に
取
り
組
も
う
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
５月の子育て支援カレンダー

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

・町福祉課

　TEL096-234-1114

・町住民生活課

　TEL096-234-1113

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

５・６月の保健活動５・６月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　５月19日（木）　午前９時

　　６月16日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　５月19日（木）　午前９時50分

　　６月16日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　６月３日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　次回は７月に実施します

　 すくすく２歳児子育て相談

　　６月17日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　次回は７月に実施します

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

２日（月） 身体測定（身長・体重）

６日（金） 母の日のプレゼント作り）

９日（月） お絵描き遊び

11日（水） おやつ作り（バナナケーキ）

13日（金） 親子で読書（就労無料相談会）

16日（月） パズル遊び

18日（水） 春のお散歩

20日（金） ままごと遊び

23日（月） お人形遊び

25日（水） 園庭遊び

27日（金） 壁面作り（あじさい）

30日（月） 親子で布絵本を見よう

 育児相談（電話・面接）

 月〜金曜日　午前９時30分〜午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分〜正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

　

荒田 琉
りゅうと

翔 くん（１歳）

父・尚輝 さん　母・沙也加 さん

　（浅井区）

 お姉ちゃん、お兄ちゃん

　　　　　たくさん遊んでね！！

15 Public Relations KOSA
May 2022



　今回は、場所・時間を問わずに気

軽に取り組める「エア縄跳び」を紹

介します。お金をかける必要も道具

をそろえる必要はありません。やろ

うと思ったそのときに、気軽に始め

られるので

おすすめで

す。

■トレーニ

ングの手順

①肘を曲げ

て脇を締め、

縄 を 持 つ

ポーズをし

てください。

②縄跳びの要領でに腕を回しながら、

リズム良く真上に跳ぶ動作を繰り返

してください。

③はじめは30秒くらいを目安に行

い、動作に慣れてきたら徐々に時間

を伸ばして実施してみてください。

　エア縄跳びを行うことで「脂肪燃

焼効果」「基礎代謝の向上」「ストレ

ス解消の効果」が期待できます。

　甲佐町フィットネスセンターでは、

あなたに合わせた運動ができます。

スタッフ一同、皆さんの来場をお待

ちしています。

丸尾 賢亮さん

〔健康運動実践指導者〕

今月の講師今月の講師

●お問い合わせ先

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲縄跳びの動作は全身運動です。さまざ

まな効果が得られます。

「エア縄跳び」

Town Development
こうさのまちづくり（甲佐町まちづくり協議会）

●お問い合わせ先

・NIPPONIA 甲佐 疏水の郷

　TEL 096-234-8871

　 URL https://nipponiakosa.jp

・（一社）パレット

　 Mail palette.kosa@gmail.com

■
地
域
と
の
交
流
の
き
っ
か
け

　

を
提
供
す
る
古
民
家
ホ
テ
ル

　「N
IP

P
O

N
IA

 

甲
佐 

疏
水
の

郷
」
は
地
域
運
営
方
式
の
宿
と

な
っ
て
お
り
、
施
設
支
配
人
は

も
ち
ろ
ん
、
朝
食
提
供
者
な
ど

の
運
営
に
携
わ
る
全
て
の
人
が

甲
佐
に
暮
ら
す
地
域
住
人
で
す
。

施
設
は
築
１
３
０
年
を
超
す
旧

松
永
邸
を
改
修
し
た
全
3
室
か

ら
な
り
ま
す
。
商
店
街
の
入
り

口
に
建
ち
、
地
域
の
交
流
場
所

で
あ
っ
た
こ
の
建
物
の
歴
史
を

も
う
一
度
蘇
ら
せ
「
地
域
と
ゆ

る
や
か
に
つ
な
が
る
縁
側
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
滞
在
者

と
地
域
住
民
が
自
然
に
つ
な
が

り
交
流
を
楽
し
め
る
き
っ
か
け

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
第
33
回
く
ま
も
と
景
観
賞

　
「
地
域
景
観
賞
」
受
賞

　

こ

の

た

び

株

式

会

社

D
ra

w
in

g

（
米
原
賢
一
代
表
取

締
役
）
施
工
の
「N

IP
P
O

N
IA

 

甲
佐 
疏
水
の
郷
」
が
第
33
回

く
ま
も
と
景
観
賞
「
地
域
景
観

賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
同
賞
は
、
地
域

の
景
観
形
成
に
貢

献
し
て
い
る
団
体

等
を
県
が
表
彰
す

る
も
の
で
、
加
藤

清
正
の
治
水
整
備

に
よ
る
水
路
の
ほ

と
り
に
立
つ
建
物

が
一
帯
と
調
和
し

つ
つ
も
存
在
感
が

保
た
れ
て
い
る
こ

と
や
地
域
と
滞
在

者
を
つ
な
ぐ
役
割

が
評
価
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

▲（右から）「NIPPONIA 甲佐 疏水の郷」支配人の柴尾さん、

（株）Drawing の米原代表取締役、（一社）パレットの古田さん

疏
水
の
ほ
と
り
に
た
た
ず
む
築
１
３
０
年
の

古
民
家
宿
で
地
域
と
つ
な
が
る滞在者と地域をつなぐ古民家ホテル

（一社）パレット

柴尾 拓郎さん

この受賞は、古民家と

ともに受け継がれた甲

佐の暮らしが評価され

たと感じています。（一

社）パレットでは、こ

の町を訪れた多くの人

に、甲佐の皆さんが育

んできたものを楽しん

でもらうためのお手伝

いを続けていきます。

い つ で も 気 軽 に で き る 全 身 運 動 を
始 め て み ま せ ん か
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日 月 火 水 木 金 土

１

 【日曜当番医】

 谷田病院

２

 法律・人権・
 行政相談

 （町民センター）

３ ４ ５ ６ ７

８

 【日曜当番医】

 小屋迫医院

９ 10 11 12

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

13 14

15

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

16

 心配ごと相談

 （町民センター）

17 18

 認知症についての
 相談会と家族のつどい

 （町福祉課）

19

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 ４か月児検診
 ７か月児検診

 （町総合保健福祉センター）

20 21

22

 【日曜当番医】

 谷田病院

23 24 25 26

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

27 28

29

 【日曜当番医】

 甲佐眼科クリニック

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

30

 口座振替日

 （町税務課）

31

 納期限

 夜間窓口

 軽自動車税（種別割）
 障害者減免申請期限

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

6/1

 やな場営業開始

 （町地域振興課）

6/2

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

6/3

 ピカピカ１歳教室

 （町総合保健福祉センター）

6/4

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細は、町公式ウェブサイトなどをご確認ください。

Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【５月】
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５５
May 2022

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会
 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家
 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合
 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

ｉ

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

５
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
身
体
や
知
的
・
精
神
な
ど
に
障

が
い
の
あ
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

減
免
は
、
障
が
い
者
１
人
に
つ
き

１
台
限
り
で
、
町
税
務
課
で
の
申

請
が
必
要
で
す
。
普
通
自
動
車
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
身
体
や
知
的
・
精
神
な
ど
に
障

　
が
い
の
あ
る
人
ま
た
は
障
が
い

　
の
あ
る
人
と
生
計
を
一
に
す
る

　
者
が
所
有
し
、
障
が
い
の
あ
る

　
人
自
ら
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

②
身
体
障
が
い
者
本
人
が
18
歳
未

　
満
で
、
療
育
手
帳
（
知
的
障
害

　
者
福
祉
手
帳
）
ま
た
は
精
神
障

　
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
交
付
さ

　
れ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
人

　
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有

　
す
る
軽
自
動
車
で
、
も
っ
ぱ
ら

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

　
用
す
る
軽
自
動
車
お
よ
び
単
身

　
で
生
活
す
る
障
が
い
者
の
た
め

　
に
使
用
す
る
軽
自
動
車

③
障
が
い
の
あ
る
人
の
み
で
構
成

　
さ
れ
る
世
帯
に
お
い
て
、
障
が

　
い
の
あ
る
人
が
所
有
し
、
そ
の

　
人
を
介
護
す
る
者
が
運
転
す
る

　
軽
自
動
車

④
車
い
す
の
昇
降
装
置
や
固
定
装

　
置
を
装
着
す
る
な
ど
特
別
な
仕

　
様
が
さ
れ
た
軽
自
動
車

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
車
検
証
（
本
人
名
義
で
あ
る
こ
と
）

※
身
体
障
が
い
者
本
人
が
18
歳
未

　
満
で
、
療
育
手
帳
（
知
的
障
害

　
福
祉
手
帳
）
ま
た
は
精
神
障
害

　
者
福
祉
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

　
る
人
の
場
合
は
、
生
計
を
一
に

　
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　
の
車
検
証

③
運
転
者
の
運
転
免
許
証

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

　
通
知
カ
ー
ド

⑤
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
付
書

⑥
車
い
す
昇
降
装
置
な
ど
特
別
な

　
仕
様
が
さ
れ
た
軽
自
動
車
を
申

　
請
す
る
場
合
、
そ
の
詳
細
が
分

　
か
る
写
真

※
①
～
⑥
を
準
備
し
て
、
町
税
務

　
課
に
て
軽
自
動
車
税
減
免
申
請

　
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
間

　
５
月
18
日
（
水
）
〜
31
日
（
火
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　（
内
線
１
１
５
）

甲
佐
町
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定

　
町
で
は
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
た

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
人
が

不
当
な
差
別
を
受
け
る
こ
と
な

く
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
生

き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、「
甲
佐
町
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
「
甲
佐
町
　
人
権
」

で
検
索
を
！

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
５
９

国
民
生
活
基
礎
調
査
が

始

ま

り

ま

す

　
国
民
生
活
基
礎
調
査
は
、
皆
さ

ん
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
の
施
策
を
企
画
立
案
す
る
た

め
に
厚
生
労
働
省
が
毎
年
実
施
す

る
重
要
な
調
査
で
す
。
皆
さ
ん
の

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
、
所

得
な
ど
の
実
態
を
調
査
し
ま
す
。

　
県
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調
査

世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。
調
査
員
は

調
査
員
証
（
顔
写
真
付
）
を
所
持

し
て
い
ま
す
。

日 曜 当 番 医日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

５月１日 谷 田 病 院 096-234-1248

５月８日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

５月15日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

５月22日 谷 田 病 院 096-234-1248

５月29日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

doctordoctor

町税などの滞納処分（３月分町税などの滞納処分（３月分））

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ０件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞 納 処 分 関 連 収 入 ０円

taxtax

町からのお知らせについて
は、詳しくは町公式ウェブ
サイトをご覧ください。
URL  https://www.town.kosa.
　  lg.jp/

18Public Relations KOSA
May 2022



▼
調
査
基
準
日

・
世
帯
、
健
康
、
介
護
に
関
す
る
事

　
６
月
２
日
（
木
）

・
所
得
・
貯
蓄
に
関
す
る
事

　
７
月
14
日
（
木
）

▼
調
査
地
区

　
本
坂
谷
区

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
健
康
福
祉
政
策
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
９
４

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
は

令
和
５
年
３
月
ま
で
に
請
求
を

　
特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
日
本

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦

没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い

た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の

意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご

遺
族
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
は
、
令

和
２
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
、「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

な
ど
を
受
け
る
人
（
戦
没
者
等
の

妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
、

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　（
内
線
１
４
６
）

５
月
12
日
（
木
）
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　
５
月
12
日
（
木
）
は
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
定
め
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
。

　
同
会
で
は
、こ
の
５
月
12
日（
木
）

～
18
日
（
水
）
を
「
活
動
強
化
週

間
」
と
し
て
、国
民
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
存
在
や
そ
の
活
動
に

つ
い
て
、
一
層
の
理
解
促
進
を
図

り
、
委
員
活
動
の
充
実
を
推
進
し

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
６
）

第
４
期
甲
佐
町
地
域
福
祉
計
画

を

策

定

し

ま

し

た

　
町
で
は
、「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
地
域
住
民
を
は

じ
め
、
地
域
で
活
躍
す
る
団
体
、

事
業
所
、
福
祉
関
係
者
、
行
政
が

一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
な
る
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、
令
和
４

年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
「
第
４
期
甲
佐
町
地
域
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
詳
細

は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
６
）

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

３月 年累計

人身事故 １ ０

物損事故 12 34

盗難など ０ ０

３月31日現在

traffic safetytraffic safety

出 動 火 災 件 数出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （０）

原 野 ８ （６）

そ の 他 10 （２）

合計件数 20 （９）
４月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire preventionfire prevention

甲佐町には 2 つの国指定文化
財と 15 の町指定文化財が存在し
ます。これらをまとめた文化財パ
ンフレット『甲佐ふるさとさがし

（令和版）』を作成しました。
このパンフレットの参考にし

たのが、平成 10 年 (1998 年 ) に
当時の甲佐町文化財保護委員に
よって刊行された『いってみる見
る　甲佐ふるさとさがし』という
文化財パンフレットです。町内の
文化財から 88 カ所が掲載されて
います。発行から 20 年以上が経っ
ていたこの平成版を、昨年の国史
跡「陣ノ内城跡」誕生を期に改定
しようということになりました。
平成版を参考にして甲佐町文化財
保護委員４人が手分けしながら掲
載写真の準備をしていきました。

かつて掲載されていた文化財
の中には、熊本地震などの災害で

倒壊したり消失してしまったもの
もあります。それらを現地に行き、
確認しながらの作業でもありまし
た。

掲載件数は平成版より約 20 件
増の 108 件となりましたが、もっ
とたくさんの文化財を掲載できれ
ばとも思います。『甲佐町の文化
財』第一集・第二集もだいぶ古く
なっているので、その改定作業に
も携わっていければと思います。

『 甲 佐 ふ る さ と さ が し（ 令 和
版）』は町社会教育課で無料配布
しています。

甲佐町の文化財探訪　〜第 104 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　
　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「『甲佐ふるさとさがし（令和版）』」 石坂 妙 町文化財保護委員（吉田区）

environmental preservationenvironmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（３月分）クリーンセンターへのごみ搬入量（３月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 216,400 46,370 ▲3,000

資 源 ご み 22,300 1,750 2,170

粗 大 ご み 5,480 930 200

合 計 244,180 49,050 ▲630
※単位・㌔ 

▶
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
つ
文
化
財

　

保
護
委
員
の
石
坂
さ
ん
（
中
）
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Monthly Information

ｉ

お
知
ら
せ

行

政

相

談

委

員

委

嘱

の

お

知

ら

せ

　
４
月
１
日
付
け
で
、
藤
本
玉
留

さ
ん
（
仁
田
子
区
）
が
本
町
の
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談

委
員
法
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
が

行
政
運
営
の
改
善
な
ど
に
熱
意
が

あ
る
人
に
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
は
、
住
民
と
町
の
パ
イ
プ

役
と
な
り
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
感
じ
た
町
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
定
期
的

に
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日
時

　
毎
月
第
１
月
曜
日
　
午
前
９
時

　
〜
正
午

▼
会
場

　
老
人
い
こ
い
の
家
ま
た
は
町
民

セ
ン
タ
ー

※
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
対
面
で

　
の
相
談
を
中
止
し
、
電
話
相
談

　
（
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
２
２
３
）

　
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　
県
で
は
、
令
和
４
年
度
狩
猟
免

許
試
験
を
６
月
か
ら
６
回
程
度
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
有
効
期
限
が
平
成
34

年
（
令
和
４
年
）
９
月
14
日
ま

で
」
の
狩
猟
免
許
の
所
持
者
を
対

象
に
、
免
許
更
新
の
講
習
な
ど
を

９
月
ま
で
に
開
催
予
定
で
す
。

　
日
時
や
会
場
な
ど
の
詳
細
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
順
次
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

甲佐町総合型地域スポーツクラブ甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」
５月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室
　　甲佐小体育館

　　月曜日（祝日除く）　午後７時30分

●少年柔道スクール
　甲佐中武道館「甲心館」

　・中学生の部

　　月・水・木・金・日曜日

　・小学生の部

　　月・水・金曜日

　　　　　　いずれも午後７時

●卓球教室
　町生涯学習センター・ホール

　水・金曜日（祝日除く）午後７時

●ノルディックウォーキングスクール
　甲佐町役場周辺

　第１・2・３月曜日　午前10時

●トランポリンスクール
　特別養護老人ホーム桜の丘

　　金曜日　午後５時30分

●サッカースクール
　甲佐中グラウンド など

　　火・木・金曜日　午後７時

　　土・日曜日　不定期

●女子サッカースクール
　甲佐中グラウンド など

　　水・金曜日　午後７時30分

　　土・日曜日　不定期

●放課後自習室
　デイサービスセンター「しゃらの樹」など

　　月～金曜日　午後４時30分

　■お問い合わせ先
　　町教育委員会社会教育課
　　 TEL 096-234-2447（内線325）

▼

制
作
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

バトミントン教室

参加者の皆さん
家族で楽しく参加してます！

こうさの話題こうさの話題
TopicsTopics

●お問い合わせ先　町教育員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

　甲佐町教育委員会では、令和 3 年
10 月 11 日に国史跡に指定された「陣
ノ内城跡」のプロモーション動画【国
史跡「陣ノ内城跡」～甲佐町の歴史
ものがたり～】を作成しました。動
画は完全版（６分）と短縮版（１分）
の２作品あり、いずれも町公式ウェ
ブサイトで公開中です。
　完全版では、国史跡「陣ノ内城跡」
の概要に加えて、国指定天然記念物

「麻生原のキンモクセイ」や町指定
文化財の「鵜ノ瀬堰」「松尾城跡」、
緑川流域の歴史を今に伝える肥後國
二宮「甲佐神社」、細川忠利侯ゆか
りのやな場など、町内に点在する緑
川流域の文化財や歴史に触れられる
スポットなども紹介しています。
　動画を見て、現地に足を運んでみ
ましょう。この春、甲佐の歴史に触
れてみてはいかがですか。

▼

完
成
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
で
は
ド
ロ
ー
ン

　

を
活
用
し
た
映
像
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

陣ノ内城跡のプロモーション動画が完成
動画配信サイトで公開中

▲

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧

　

い
た
だ
け
ま
す
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Monthly Information

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
自
然
保
護
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
５

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
に

ご

協

力

く

だ

さ

い

　
県
で
は
、
５
月
10
日
（
火
）
か

ら
１
カ
月
間
を
野
鳥
保
護
指
導
取

締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕
獲

防
止
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
野
生
鳥
獣
は
、
そ
の
保
護
や
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
原
則
と
し
て
捕
獲
・
殺
傷
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ジ
ロ
な

ど
の
野
生
鳥
獣
を
愛
が
ん
飼
養
目

的
で
捕
獲
す
る
こ
と
も
原
則
で
き

ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
１
４
２

ペ
ッ
ト
に
は
迷
子
札
や

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
を

　
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に

な
っ
た
と
き
、
迷
子
札
や
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
が
装
着
さ
れ
て
い
る
と

飼
い
主
の
情
報
が
わ
か
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は
、

お
近
く
の
保
健
所
や
警
察
署
に
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
御
船
保
健
所

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

熊
本
県
調
理
師
試
験

の

ご

案

内

　
令
和
４
年
度
の
熊
本
県
調
理
師

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
期
日

　
10
月
29
日
（
土
）

▼
試
験
会
場

　
熊
本
大
学
全
学
教
育
棟

▼
受
験
資
格

　
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
持

ち
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で

２
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た

経
験
の
あ
る
人

▼
願
書
配
布

　
県
保
健
所
や
県
健
康
づ
く
り
推

進
課
な
ど
で
配
布

▼
願
書
受
付

　
５
月
９
日
（
月
）
～
６
月
３
日
（
金
）

▼
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

　（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町

　
２
‐
８
‐
５ 

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル
５
階
）

　
TEL
０
３
‐
３
６
６
７
‐
１
８
１
５

特
殊
肥
料
「
椿
油
粕
」
に
つ
い
て

　
特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
る
椿
油
粕
は
、
害
虫
の
駆
除
目

的
で
使
用
す
る
と
農
薬
取
締
法
違

反
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
技
術
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

ｃ

く
ら
し
安
全

そ
の
電
話
、
詐
欺
で
は

あ

り

ま

せ

ん

か
？

　
熊
本
県
内
の
高
齢
者
宅
に
、
自

治
体
職
員
を
名
乗
る
男
か
ら
「
電

話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
の
予
兆
電

話
と
思
わ
れ
る
電
話
が
あ
り
、
現

金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　「
保
険
料
の
過
払
い
が
あ
り
ま

す
」「
返
金
手
続
き
の
た
め
に
携

帯
電
話
の
番
号
を
教
え
て
」「
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
着
い
た
ら
連
絡
し
て
」
な

ど
の
不
審
な
電
話
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
被
害
の
相
談
は
「
電
話
で
『
お

金
』
詐
欺
」
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎

０
９
６
‐
３
８
１
‐
２
５
６
７
）
ま

で
。

▼
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

・
在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
に
設

　
定
し
て
お
く

・
暗
証
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
は

　
絶
対
に
教
え
な
い

・
一
人
で
判
断
せ
ず
家
族
や
警
察

　
に
相
談
す
る

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～５月～町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～５月～
 Event Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

ご支援ありがとうございますご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐応援寄附金

　■お問い合わせ先
　　町地域振興課
　　 TEL  096-234-1154（内線232）

▶ご寄付いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・木庭　哲康様　　熊本市
・島津　晙　様　　北海道
・石井　浩二様　　岡山県
・小川　容代様　　福岡県
・谷　　義隆様　　神奈川県
・河本　朋英様　　神奈川県
・市村　ルミ様　　京都府
・菊地　徹　様　　宮城県
・江越多津子様　　東京都
・土谷富士雄様　　千葉県
・若尾　洋平様　　静岡県
・東　　富雄様　　奈良県
・松浦　基人様　　東京都
・小沼　章江様　　東京都
・谷古宇　愛様　　東京都
・羽鳥　良彰様　　東京都
・茨木　基行様　　東京都
・下村　充　様　　東京都
・井上まゆみ様　　神奈川県
・梅山　俊則様　　神奈川県
・杉林　正教様　　神奈川県
・橋本あゆみ様　　神奈川県
・羽場　章博様　　神奈川県
・門馬　孝宏様　　神奈川県
・大森　孝義様　　神奈川県
・中村　浩記様　　埼玉県
・小林　瑞季様　　長野県
・辻村　和也様　　静岡県
・西岡　尚恵様　　静岡県
　　　　　　　　　　ほか多数

▶令和３年度寄附金額合計
  ５億１９４７万円（３月31日現在）

「ふるさと甲佐応援寄附金」に
ご協力いただき、ありがとう
ございます。氏名掲載に同意
いただいた寄附者の皆さんを
一部ご紹介します。

▶町公式ウェブサイト
　「ふるさと納税」ページ
　　　https://www.town.kosa.lg.  
　　　jp/q/aview/136/233.html

URL

▼

制
作
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●ギャラリーモール展示作品を募集します

　町教育委員会では、町生涯学習センター・ギャ
ラリーモールに展示する作品を募集しています。
絵画や写真、手芸作品などの文化活動の成果を発
表する場などとして、ぜひご利用ください。

ふるさと納税のお礼の品
として贈呈している本町
の特産品を紹介します。

 「ニラみそあられ」
こうさんもんNo.15

▶県立甲佐高校
　　　　 TEL 096-234-0041
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こいのぼり

 

［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

野
辺
送
り
姉
と
の
別
れ
哀
し
く
て
去
り
ゆ
く
車
に

涙
と
ま
ら
ず�

池
田
キ
ヨ
子

春
に
な
り
軒
先
の
花
咲
き
盛
り
よ
く
咲
い
た
ね
と

語
り
か
け
お
り�

赤
星　

文
子

満
開
の
桜
並
木
を
通
り
ぬ
け
会
え
た
喜
び
し
み
じ

み
と
知
る�

緒
方　

明
美

今
日
ま
で
か
こ
の
美
し
き
花
の
路
行
く
春
惜
し
み

ハ
ン
ド
ル
握
る�

塚
原　

暁
益

老
い
し
我
幸
せ
な
り
と
思
い
お
り
や
る
こ
と
あ
り

て
日
々
を
忙
し
く�

内
田
乃
武
子

山
々
の
緑
に
映
え
て
山
ざ
く
ら
所
在
確
か
に
教
え

て
く
れ
る�

吉
永
由
紀
子

老
い
る
こ
と
知
ら
ぬ
笑
顔
で
「
老
い
た
な
」
と
遺

影
の
妻
に
叱
咤
さ
れ
た
り�

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

当
り
前

　

言

わ

に

ゃ

わ

か

ら

ん

こ

の

思

い�

広
田
み
ど
り

当
り
前

　

介

護

学

ん

で

良

か

娘

�

下
山　

千
恵

当
り
前

　

親

は

子

供

の

鏡

た

い

�

志
垣　
　

光

当
り
前

　

長

男

が

親

看

に

ゃ

ん

た

い�

佐
藤　
　

葵

当
り
前

　

上
手
て
言
う
な
歌
手
だ
も
ん�

平
井
や
よ
い

当
り
前

　

午

前

様

な

ら

も

の

言

わ

ん�

長
原　

産
賀

当
り
前

　

口

の

悪

さ

で

嫌

わ

る

る

�

光
永　
　

六

当
り
前

　

ビ

ッ

グ

ボ

ス

に

は

通

じ

な

い�

井
元
あ
ざ
み

当
り
前

　

稽

古

続

け

て

上

手

く

な

る�

日
高　

美
里

当
り
前

　

努

力

せ

ん

な

ら

負

け

る

は

ず�

上
田　

梅
清

当
り
前

　

悪

は

滅

び

て

善

残

る

�

中
村　

南
幸

当
り
前

　

式

ど

ま

挙

げ

て

や

り

た

か

つ�

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

皐
月 

～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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ひ と の 動 きひ と の 動 き （敬称略）（敬称略）

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 4,947 １

女 5,362 ▲12

計 10,309 ▲11

世帯数 4,397 13

令和４年３月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

３月11日（金）〜４月10日（日）届出３月11日（金）〜４月10日（日）届出

作り方

①１㍑の湯を沸かし塩を入れ、

スパゲッティを茹でます。茹

で上がったらザルにとります。

②玉ネギ、ピーマン、パプリカ

は５㍉幅に、ベーコンは１㌢

幅、ウインナーは斜めに切り、

そしてシメジは１本ずつに分

けておきます。

③フライパンにサラダ油を入れ

中火で熱し、ベーコン、玉ネ

ギ、ウインナーの順に炒めま

す。玉ネギがしんなりしたら

シメジ、ピーマン、パプリカ

の順に加えていき炒めます。

④炒めた食材にケチャップを加

え、全体がなじんだら茹でた

麺を入れ、麺にケチャップを

絡めたら火を止めます。

⑤お皿に盛り付け、目玉焼きを

のせ、粉チーズをお好みでか

けたら完成です。

ナポリタン

ご存じですか？ご存じですか？

材　　料（２人分）

スパゲッティ（乾麺）
　　　　　　………… 　200㌘
玉ネギ、ピーマン、パプリカ　
　　　　　　…………　各１個
シメジ　　…………　１パック
ベーコン　　…………　１枚分
ウインナー　…………　　４本
卵　　…………　　　　　２個
トマトケチャップ
　　　　………　１/ ２ カップ
塩　　…………　　　大さじ１
塩コショウ　…………　　少々
サラダ油　…………　大さじ２

　　　ナポリタン発祥の地は日

本で、一説には1927年に横浜・

山下町で開業した老舗の「ホテ

ルニューグランド」が終戦後に

提供したのが最初だとされてい

るってご存じですか？

　今回のナポリタンは約６００

㌔㌍ですが、カロリーをもう少

し抑えたかったら、ベーコンや

ウインナーの代わりに野菜を増

やしましょう。ビタミンや食物

繊維もたくさん摂れますよ。

ゴールデンウイークに親子で楽

しく作ってみましょう。

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ご結婚おめでとう
marriage

	住　所	 氏　名	     性別  保護者

早　川　上薗　蓮
れ ん

　　男　忠　顕

豊　内　大野　陽
は る き

嬉　男　兼　司

下横田　小島　千
ち さ と

怜　女　秀　平

　　　　　　　　　　　ほか４件

今月の婚姻夫婦　１組

	住　所	 氏　名	   年齢  世帯主

上早川　野仲　精市　99　精　市

麻生原　　岡　富惠　72　征　一

船　津　仲原マツエ　96　マツエ

田　口　布田　弘　　101　蓉市郎

下横田　佐川　敏子　92　裕　輔

上早川　園田　收多　89　弘　子

豊　内　古閑トモエ　97　トモエ

大　町　松永　守　　70　道　子

緑　町　牛島司奈子　82　司奈子

　　　　　　　　　　　ほか６人

　

今
月
号
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま

し
た
。
ま
さ
か
入
庁
１
年
目
に
「
広

報
こ
う
さ
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

驚
き
と
不
安
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

入
庁
早
々
、
初
取
材
で
甲
佐
小
学

校
の
入
学
式
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

前
任
者
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
、
無

我
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い

る
う
ち
に
何
と
か
取
材
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
後
で
写
真
を
見

返
す
と
、
上
手
く
撮
れ
て
い
な
い
も

の
ば
か
り
で
自
分
の
未
熟
さ
を
感
じ

た
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
覚
え
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
町
中
を
駆
け
巡
り
ま
す

の
で
私
の
成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

来
月
号
で
は
、
稚
鮎
を
放
流
す
る

小
学
生
の
元
気
な
姿
を
お
届
け
し
ま

す
。
乞
う
ご
期
待
！　
　
　
　
（
志
）
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「
地
域
み
ん
な
で
育
て
た
桜
が

夕
闇
に
輝
く
姿
を
見
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
窮
屈
な
日
々
を
過
ご
す
皆
さ

ん
の
心
が
一
時
で
も
軽
く
な
っ
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話

す
の
は
竜
野
ふ
れ
あ
い
広
場
の
桜

並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
取
り
組

ん
で
い
る
渡
邊
洋
一
さ
ん
（
上
早

川
三
区
）
。

　

渡
邊
さ
ん
が
こ
の
活
動
を
始
め

た
の
は
、
熊
本
地
震
や
そ
の
後
の

豪
雨
災
害
で
傷
つ
い
た
地
域
の
皆

さ
ん
に
少
し
で
も
明
る
い
話
題
を

届
け
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
。

　

「
震
災
か
ら
1
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
た
春
、
被
災
家
屋
の
が

れ
き
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ

の
広
場
の
桜
に
目
が
留
ま
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
地
震
や
豪
雨

の
被
害
を
耐
え
抜
き
、
た
く
ま
し

く
花
を
咲
か
せ
た
桜
を
見
て
、
何

だ
か
励
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
」

　

建
設
機
材
の
レ
ン
タ
ル
業
を
手

掛
け
る
渡
邊
さ
ん
が
自
社
の
照
明

機
器
を
活
用
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
始
め
た
の
は
震
災
か
ら
３
度
目

の
春
。
山
積
み
の
震
災
ご
み
が
撤

去
さ
れ
、
憩
い
の
広
場
が
以
前
の

姿
に
戻
っ
て
以
来
、
地
域
の
理
解

を
得
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

「
こ
の
地
で
あ
の
日
々
を
共
に

乗
り
越
え
た
桜
だ
か
ら
こ
そ
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
心
に
届
く
も
の
が

あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
災
害
か

ら
立
ち
上
が
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、

桜
と
自
身
を
重
ね
て
ほ
し
い
で
す
。

あ
の
日
起
こ
っ
た
こ
と
と
そ
の
後

の
苦
難
を
乗
り
越
え
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で

も
前
を
向
い
て
も
ら
え
た
ら
」

　

震
災
か
ら
６
度
目
の
春
も
満
開

の
花
を
咲
か
せ
た
広
場
の
桜
た
ち

は
、
あ
の
日
、
新
１
年
生
だ
っ
た

龍
野
小
児
童
の
卒
業
も
見
届
け
た
。

広
場
の
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
４

度
目
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
た
と

い
う
。
新
た
な
春
の
風
物
詩
を
支

え
る
渡
邊
さ
ん
は
「
桜
の
季
節
、

こ
の
地
か
ら
羽
ば
た
く
若
者
た
ち

を
見
送
る
た
め
に
。
そ
し
て
、
こ

の
地
に
戻
っ
て
く
る
彼
ら
を
出
迎

え
る
た
め
に
。
竜
野
の
春
を
彩
る

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
続
け
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
」
と
輝
く
夜
桜
を

優
し
く
見
上
げ
る
。
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こうさこうさ広広 報報

あ
の
日
々
の
記
憶
と
想
い
を

未
来
に
つ
な
ぐ
竜
野
の
夜
桜

Kosa
Style
こうさ スタイル

わたなべ よういち / 地域づくり

ボランティア。龍野小に近い竜

野ふれあい広場の桜ライトアッ

プに取り組む。甲佐ライオンズ

クラブ会長を昨年６月まで務め

るなど社会貢献活動にも尽力。

渡邊 洋一さん
Watanabe Youichi

〔上早川三区〕


